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B 175　　　　　特服t* の力学的fit -6風を. に関? ^研呪

　　　　　　　　　　　　金良女大．家改　o孫　琉煕パ,粒かあ,'J ,丹作

　目的;　帰@の民後図有の服藍である韓服*, t本的な厦式にあ．ヽ・1* 1)句麗，ゐ消,

新羅の三国時代以東千良白年問^の彩式がやsれ，撞在eなあヽ礼服乙しt -I用1あ^ い1).

本研裴？ぱ√扨練的な韓服地名ヽj=び新しいな轍から匹2 韓服他念多数収集し1 , しり邁本

的な力営的特性乞1↑mじ. 怜服地．力学的性質ならびヽに屎なlid) 特甑を明らかにし，韓服

のシVしエヽy卜乙間遠ブ'す-I考衆す3 . 良1= . 叛限棒撞が定形化し１しりa 本の伝統的な和

SB-地，多種多^。シ,レエット1 あ成亨3 if 人芹服地のIs)特性や風ないtt｣=と軋i, 3 .

　方砥；　収集し瓦試料は，お･^用埓狸はをの大半が溥轍，1機・ニーユi- X なr の朱子
悛物，軋用削

際レ広範1- 秦材やB-．権が細羅札3よう配喬した. 比較1-I*和服地tしT. 後後織物・支染織

籾，坪綴地乙,しX婦人用珊平々■ 中厚手布を用いr=.力営的恒讐のti*lはKES･P シスフ1^

■8.用･ヽ,婦人才嘱用考手布の力嘗隻一風をい萱硬式を涵用しz風々u ii"こし'‘'はり＼胤めt~.

　結果；　韓服地の和t面積釦jの重t・厚t は和冬用iざ軋用の約ヱ倍のi. tもっI- も-IT

かめら寸;曲･f剛性はo.o6！a )3|私6</≪tの極め-Z狭しi共通レた範囲をり，な≪- rもよｰころ

向の曲ず剛性の大をいこX.が特気的乙これらは韓阪のシ･しｴ.ヽ，トこ圓やI童要な特性T

あ3 乙乙が椎察乞iヽ,3.韓服地．曲ず･せ･j､.断女形叫性･よ共に婦人用蕩す仰の乎句より約

に5 ^ の大変>■>値に平均値亀諦ち，和服の楡俵練物い£ ･r一致オi傾向が認められた．韓

服地の風々い値とし", ま')"は芙泳した綾い範囲の,値-g.乙'バこし'::It (>~ﾜ,なり'はｸ~8^強

‘･｀延乞もつ勿^－が数値的･こ得ら札，Sb催・案刻刻にもこれらの特甑が明らガになフr--..

B 176
針の御状と豺しfヽヽり7
岐岸す短大　O道象tさ　材噸美政子　申ぼ珀郎

　目的縫針あ'ぶμ'2 >ふ4の雌曇い形^ 會えた･). M>=處理を施す！丿- よっz . tの

/i-tA"布その=. 攻元物体ヽを婁連すゝt きの鵬札-yヽ｀｡｀のよう･こ象り^ ^ヽを剛いﾀﾞヽにすふ<.

　方泌　i＼ 張妬峡跨C テゝ>.ロゝ)、のフロスー＼ V f^"に｡で、リu スヘヽ戸｀'より)■%ダヽせい函定

　しちI)ゝ夕状・,1- 、・ﾀﾞ｀－に秀子のニ吹元物体をt張状熊r tりっり｀I。！の才ヽ･・ﾀ｀一に捧

触寸-J - k /£く、こりふ･レr－1また^ヽt･ホ･ﾚﾀ｀－とアロλA フドバ－の向l=捕入rり1

枠の申央に新を取吋叶、こぬ枠のエ鄙中央をコ- ド-^ "-I-取付･y I ．? ロスへヽ八゛■i下吟

させゝとif n二次元物体を下方9ヽS貫通す1 貳≒　ぞり希Mμ､ヽ･物体･=倚触しX がヽらす通す１

邁程r｀針･りヽ卜力を岨啖した,

　鯖果　釘^<-布き貫遠すゝときに41にfヽヽふ11 iま延針■ i 5.ゝ4| i･t /itの長ト方向のめの

舶しに* っZ 老朽^ A-、･とれはこの力≫､･･主としてi↑のヵいi S:フか

針のt埓≪ヽ-^
－さ方向にふさお噌すにフれT-lりこ々ヽヽい

･zf､ヽ一様vあ!, 部分む布を通'i t さに･t/if iりいりり^t平吻値乞t らすヽヽ漸減す到頃向･こ寿

し4.↑の進行^ kいこ布*)･-t所･i-t能:*"咳V つヽ為-J ことを示.す、針に^いi 7い3 4.い今の

南ヽ摩療にぷ:つ1 ‘i Vヽi k 尽わ*L^ , 針えしをiご<す% ために針･: 油い

ivi ^≪-ヽIt'-岫り^ り｀Xも針に?iヽヽVかむ咸b ^- ＼、こt^ヽヽJい̂)Zヽ珪乗t 今すらit 心材

隻^-^つ一乙ii＼ にﾀﾞ、卜め* 殆と"i らす吠!り影李心 i^^大いヽi.-t え^ ，i 亀. 豺･)表

置^>ヽ粗ヽSi-t にμfiこ≪いり? も1 め粗いこ対島し1 ､}ぺな変動をす■i こ'c お拓休抑んぶ

に明瞭に現わ札i ．


